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デザイン実践 

（実教出版） 

 

１． 学習の到達目標 

工業の見方、考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、社会や生活における

課題をデザインによって解決することに必要な資質・能力を育成することを目指します。 

デザインについて社会や生活との関係を理解し、関連する技術を身に付け、デザインによ

り解決できる課題を発見し、科学的な根拠に基づいて解決する力を養うことを目指します。 

デザインによる豊かで快適な生活空間を構築する力の向上を目指して自ら学び、工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養うことを目指します。 

 

２．学習の評価   

 

３．教科からのメッセージ 

工業のデザインが社会や生活とどのように関わり、様々な課題や問題をデザインの力によ

ってどのように解決しているのか、実践例を踏まえながら学んでいきます。専門的な用語や

理論を学び、しっかりと覚えて将来に役立ててください。そして、自身の考え方や身の回り

のものづくりにデザインを活かしていけるようになって欲しいと思います。 

 

４．年間指導計画 

4 月 

5 月 

6 月 

7 月 

8 月 

9 月 

第 1 章 工業におけるデザイン 

【工業とデザイン】デザインの始まり、ユニバーサルデザイン･･･ 

【デザインの領域】ビジュアルデザイン、プロダクトデザイン、環境デザイン･･･ 

【工業製品の企画と計画】マーケティングと構成要素、機能･･･ 

10 月 

11 月 

12 月 

1 月 

2 月 

【工業製品の企画と計画】マーケティング調査、製品企画･･･ 

【ニーズとデザイン】顕在ニーズと潜在ニーズ 

第 2 章 デザインと創造活動 

【造形活動とデザイン】造形の計画方法、デザイナーに求められる力･･･ 

【デザインと創造】発想のプロセス、創造と想像の違い… 

【形態と構成の原理】形態の原理や知覚、構成の原理･･･ 

 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取組む態度 

評価の基準 

デザインについて社会

や生活との関係を踏ま

えて理解するととも

に、関連する技術や知

識を身に付ける。 

デザインにより解決で

きる課題を発見し、技

術者として科学的な根

拠に基づき構想を立て

解決する力を養う。 

デザインによる豊かで快適な

生活空間を構築する力の向上

を目指して自ら学び、工業の

発展に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養う。 

評価の方法 授業観察・定期考査 
授業観察・実践演習 

ワークシート 
授業観察・定期考査 


